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本論文は、 Mach- Zehnder 干渉装置むよびシュリーレン装芦.を用いて、静止状態にむける均寸夜相
むよび液液不均一干日系の拡欣現象を研究したものであり、持論、本文 3 市むよび結論より成っている。
持論では、 Mach- Zehnder 干渉装置むよびシュリーレン装置の特徴を要約するとともに、本研究の 11
的を明らかにした。












第三章では 2 液相聞の化学反応を検討した。 Mach- Zehnder 干渉装置を用い、瞬間反応に伴う濃ー度
変化による干渉縞の変位を、界面近傍全域にわたって連続的に追跡した。その結果、反応面が水相中
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を移動する場合には、濃度分布は浸透説に基づく計算値と一致することを明らかにした。
結論では、以上 3 章で得られた結果を総括した。
論文の審査結果の要旨
本論文は Mach- Zehnder干渉装置わよびシュリーレン装置を用いた光学的方法による拡散現象の実
験的研究をまとめたもので、その成果は次の二点に要約される。
まず、希薄溶液中の多成分種の拡散現象をとりあげ、従来方法の提起にとどまっていた高分子物質
の分子量分布の測定理論ならび、に測定法を開発し、その測定法の利点むよびその限界を明確にしている。
つぎに不均一系の現象として、異相聞の物質移動に伴う界面撹乱現象を直接観察し、界面現象と物
質移動速度を検討して、モデルによって界面撹乱の移動速度に及ぼす効果を、撹乱発生から消滅に至
るまで、統一的に評価している。
これらの成果は学術的にも工業的にもきわめて有意義であり、博士論文として価値あるものと認めるO
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